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人は、人と関わる中で
磨かれる。

多様な繋がりが、従業員を育てる。企業の未来を支える。

イチ企業で？
それとも地域を巻き込み、
越境活動を通して？



2

かつて私たちの日常には、
町内会や商店街、会社の仲間など、
「見えないけれど
確かに存在するコミュニティ」
がありました。

それは、人の成長を促し、
心と日常生活を支えるための重要な
「社会インフラ」として機能していました。
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家

会社

商店街

町内会

という

ケースも非常に多く、世代や業種を超えた人との関わりが激減しています。
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支え合う仲間 対人力向上機会

世代間交流の機会 失ったものの
大きさ

見えない 見えない

対人力を向上させ
世代間のコミュニケ―ション
を円滑にし、視野を広げる
持続的な方法はないだろうか。

自然な出会いがないかなぁ。

子どもと関わる機会がないか
ら、子どもは興味がないな。
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私

コミュニティの
再生
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多様な繋がりは、
日常的に成長意欲を掻き立てる
＜ガソリン＞となり、
同時に心を潤す＜水＞となります。

この両輪が、従業員の自立的な成長を
自然に育てるメカニズムです。

コミュニティへの参加は
越境活動として、
従業員の成長エンジンに

コミュニティへの
参加
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ゆるい繋がりが、従業員を育て、
企業の未来を強くします。

「らふっと」は、失われた社会インフラを
企業が福利厚生として
再構築するための、新しい成長基盤です。

経済と幸福度
の両立！



例：

サッカーサークル

カラオケサークル

大喜利サークル

お料理サークル

イラストサークル

初対面でも隣の人や
マスターと話せる、人との距離が近いBar

誰でもふらっといけるコミュニティハウス

アイドル活動サークル

地域盛り上げボランティア

世の中に溢れる
魅力的な

活動情報を掲載

⇩
企業を通じて

多くの社会人に届ける。
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中小企業の活力が、
日本の未来を創る

人と会う機会が増えることは、
従業員を育てるだけでなく
社会課題解決への第一歩となります。

中小企業は、日本の活力の心臓。
少子化対策は、日本の未来の生命線。
だからこそ、両方を同時に
改善していく必要があるのです。

中小企業の活力向上

少子化改善＜最初の種まき＞
と社会全体の活力

従業員の成長
（ゆるい繋がり）

日本の活力の心臓

日本の未来の生命線
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